
　
は
じ
め
ま
し
て
。
中
学
校

再
開
３
期
生
、
吹
奏
楽
部
Ｏ

Ｂ
会
事
務
局
長
を
し
て
い
る

94
年
卒
（
高
46
回
）
の
片
桐

隆
信
と
申
し
ま
す
。
本
校
吹

奏
楽
部
は
こ
れ
ま
で
、
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
全

国
大
会
）
８
回
出
場
し
た
ほ

か
、
東
日
本
大
会
出
場
、
神

奈
川
県
代
表
と
し
て
47
回
の

関
東
大
会
出
場
と
い
っ
た
本

県
の
吹
奏
楽
史
に
名
を
刻
む

実
績
を
あ
げ
て
い

る
部
活
で
す
。

　
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

会
は
、
「
Ｒ
ｏ
ａ

ｄ 

ｔ
ｏ 

１
０
０

ｔ
ｈ
（
創
部
１
０

０
周
年
）
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
吹
奏

楽
部
の
前
身
で
あ

る
振
武
隊
、
音
楽

部
を
含
む
各
時
代

の
Ｏ
Ｂ
、
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先

生
、
そ
し
て
現
役
部
員
と
の

絆
を
尊
重
し
、 
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
２
８
年
に
創
部
さ
れ

た
当
部
は
、
現
存
す
る
日
本

最
古
の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
と

し
て
歴
史
を
刻
ん
で
参
り
ま

し
た
。
創
部
95
周
年
・
学
校

創
立
１
２
０
周
年
演
奏
会
開

催
に
際
し
、
逗
子
開
成
吹
奏

楽
部
の
歴
史
と
未
来
に
つ
い

て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

【
歴
史
】

　
ま
ず
は
、
本
校
吹
奏
楽
部

の
歴
史
か
ら
遡
り
ま
す
。

　
本
校
の
創
立
は
１
９
０
３

（
明
治
36
）
年
４
月
18
日
、

私
立
東
京
開
成
中
学
校
の
分

校
と
し
て
私
立
第
二
開
成
中

学
校
と
し
て
開
校
。
学
校
創

立
の
25
年
後
、
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
の
６
月
、
私
達
の

吹
奏
楽
部
の
前
身
で
あ
る

「
振
武
隊
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年

に
は
第
２
代
指
揮
者
、
中
村

政
雄
先
生
着
任
。
中
村
先
生

は
本
校
で
の
指
導
は
も
ち
ろ

ん
、
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
理

事
長
と
し
て
、
連
盟
の
法
人

化
を
実
現
す
る
な
ど
要
職
を

歴
任
、
日
本
の
吹
奏
楽
の
普

及
、
発
展
に
大
き
な
功
績
を

残
し
ま
す
。
（
全
国
大
会
出

場
３
回
：
銀
賞
、
４
位
、
８

位
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
　

第
３
代
指
揮
者
、
渡
仲
郁
夫

先
生
着
任
（
～
74
年
）
　
　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
　

第
４
代
指
揮
者
、
西
野
明
男

先
生
着
任
（
～
03
年
）

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
　

日
中
国
交
正
常
化
記
念
に
瀋

陽
・
遼
陽
で
開
か
れ
た
演
奏

会
で
招
待
演
奏
。
こ
の
訪
中

演
奏
の
際
、
作
曲
家
・
小
長

谷
宗
一
氏
に
依
頼
し
て
作
曲

さ
れ
た
楽
曲
が
、
今
回
の
記

念
演
奏
会
で
も
披
露
す
る
日

本
の
調
べ
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ

ｓ
ｅ
　
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
」
で
す
。

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
、

本
校
創
立
85
周
年
を
記
念
し

て
、
團
伊
玖
磨
氏
に
よ
り
「
逗

子
開
成
讃
歌
『
海
』
」
が
作

曲
さ
れ
る
。
（
全
国
大
会
出

場
５
回
：
金
１
・
銀
２
・
銅

２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
、

第
７
代
指
揮
者
、
千
葉
大
樹

先
生
着
任
（
～
現
在
）
（
第

６
回
東
日
本

吹
奏
楽
大
会

銀
賞
。
第
７

回
東
関
東
選

抜
吹
奏
楽
大

会
出
場
）
こ

れ
ま
で
に
神

奈
川
県
代
表

と
し
て
47
回

関
東
大
会
出

場
（
１
９
６

０
年
か
ら
は

31
年
連
続
Ａ

部
門
代
表
）
。

　
進
学
校
と

し
て
も
歩
み

を
進
め
る
母

校
の
卒
業
生

と
し
て
も
、

近
年
の
吹
奏

楽
部
卒
業
生

は
、
大
学
進

学
で
も
輝
か

し
い
実
績
を

残
し
、
ま
さ

に
文
武
両
道

（
ペ
ン
と
剣
）

を
実
践
す
る

部
活
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都

圏
を
中
心
に

各
大
学
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
吹
奏
楽
、
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
な
ど
で
主
力
級
の
奏
者
と

し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、

逗
子
開
成
吹
奏
楽
部
は
今
な

お
本
県
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
【
次
頁
に
続
く
】



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
校
友
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
た
な

気
持
ち
を
持
っ
て
、
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
昨
年
は
年
明
け
早
々
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

武
力
侵
攻
、
急
激
な
円
安
、

未
だ
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
と
国

内
の
み
な
ら
ず
世
界
全
体
が

混
乱
の
渦
の
中
に
い
る
よ
う

な
状
況
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
母
校
は
今
年
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

校
友
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
次
の
３
点
を
行

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

①
本
年
２
月
11
日
（
土
）
創

立
１
２
０
周
年
兼
吹
奏
楽
部

創
部
95
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
に
お
い
て
主
催
：
学
校
、

共
催
：
校
友
会
と
い
う
形
で

実
施
。
　
　
　
　
　
　
　
　

②
八
方
尾
根
開
成
ケ
ル
ン
修

復
工
事
が
年
度
内
に
完
成
す

る
よ
う
契
約
に
至
る
ま
で
を

手
配
す
る
。
　
　
　
　
　
　

③
記
念
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
生

徒
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
を
「
げ
ん
べ
い
」

と
の
コ
ラ
ボ
で
作
成
す
る
。

　
校
友
会
も
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
昨
年
８
月
を
除
き
幹
事

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
　

Ｉ
Ｔ
委
員
会
に
よ
る
名
簿
管

理
の
充
実
、
又
、
新
会
員
の

加
入
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
進
め

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
だ
け

で
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら

特
に
感
じ
る
同
窓
の
絆
の
あ

り
が
た
さ
と
い
う
も
の
を
広

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
母
校
の
２
０
２
２
年
度
の

大
学
入
試
で
は
東
大
９
名
、

北
海
道
大
学
19
名
な
ど
国
公

立
大
学
１
１
６
名
、
早
・
慶

・
上
智
１
４
０
名
他
、
東
京

理
科
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
な
ど
有

力
私
大
へ
の
合
格
者
を
多
数

出
し
て
お
り
、
県
内
有
数
の

進
学
校
と
し
て
の
地
位
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
先

生
方
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し

上
げ
、
一
人
で
も
多
く
の
受

験
生
が
良
い
結
果
を
得
ら
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
校
友
会
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

と
連
携
し
、
母
校
発
展
の
為
、

努
力
す
る
所
存
で
す
。
厳
し

い
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
学
生
音
楽
の
現
場
を

支
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

【
未
来
】

　
本
校
吹
奏
楽
部
は
振
武
隊

と
し
て
産
声
を
上
げ
て
か
ら

音
楽
部
、
吹
奏
楽
部
の
変
遷

を
経
て
、
本
年
創
部
95
周
年

を
迎
え
ま
す
。

様
々
な
外
部
環

境
の
変
化
、
中

学
再
開
か
ら
の

進
学
校
化
の
流

れ
の
中
、
部
活

が
存
続
し
て
い

け
た
こ
と
は
、

学
校
側
は
も
ち

ろ
ん
、
顧
問
の

先
生
や
保
護
者

の
皆
様
が
そ
の

時
代
、
そ
の
時
、

そ
の
瞬
間
に
大

き
な
サ
ポ
ー
ト

を
頂
き
、
部
員
の
皆
が
音
楽

に
情
熱
を
燃
や
し
絆
を
繋
い

で
く
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
本
校
吹
奏
楽

部
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
吹
奏
楽
部
の
６
年
間

の
部
活
動
を
通
じ
、
音
楽
を

通
じ
た
共
創
力
・
感

性
・
感
動
、
Ｏ
Ｂ
や

同
級
生
・
後
輩
と
の

友
情
や
絆
と
い
っ
た

「
無
形
の
財
産
」
を

得
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
が
Ｏ
Ｂ
会
に

携
わ
っ
て
い
る
の
は

こ
の
財
産
を
得
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
「
無

形
の
財
産
」
を
後
輩

に
繋
い
で
い
き
た
い

と
の
思
い
こ
そ
が
全

て
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と

も
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ 

ｔ
ｏ 

１
０
０
ｔ
ｈ
（
創
部

１
０
０
周
年
へ
の
道

の
り
）
を
超
え
て
吹

奏
楽
部
の
現
在
・
未

来
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
２
０
０
３
年
１
月
、
母
校

創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
逗
子

開
成
学
園
校
友
名
簿
を
発
刊

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
１
９
０
７
年
３

月
卒
業
の
旧
制
中
学
校
１
期

か
ら
２
０
０
３
年
３
月
卒
業

の
高
校
第
55
回
ま
で
、
そ
れ

に
１
９
５
７
年
３
月
卒
業
の

定
時
制
高
校
１
回
か
ら
１
９

６
７
年
３
月
卒
業
の
定
時
制

高
校
11
回
の
卒
業
生
の
氏
名

や
住
所
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
個
人
情
報
保
護

か
ら
名
簿
の
発
刊
は
せ
ず
、

ク
ラ
ウ
ド
で
安
全
性
を
担
保

し
た
デ
ー
タ
で
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

　
毎
年
、
母
校
か
ら
提
供
い

た
だ
く
卒
業
生
デ
ー
タ
を
２

０
０
３
年
発
刊
の
名
簿
を
も

と
に
し
た
デ
ー
タ
に
追
加
し

て
い
く
こ
と
で
現
在
の
「
逗

子
開
成
学
園
校
友
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
総
数
３
万
１
千
６

４
１
名
。
管
理
し
て
い
る
デ

ー
タ
数
は
２
万
１
千
６
７
４

名
で
す
が
物
故
会
員
、
住
所

不
明
、
退
会
を
除
く
と
実
数

１
万
８
千
２
４
２
名
で
す
。

　
卒
業
後
、
校
友
相
互
の
親

交
、
ク
ラ
ブ
活
動
Ｏ
Ｂ
会
、

職
域
校
友
会
、
ま
た
校
友
会

が
企
画
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
な
ど
の
た
め
に
次
の
情
報

が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　

・
在
学
時
所
属
し
た
ク
ラ
ブ

　
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　

・
職
業
、
勤
務
先
　
　
　
　

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
連
絡
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
逗
子
開
成 

卒
業
後
の
登
録

情
報
変
更
連
絡
フ
ォ
ー
ム
」

で
検
索
し
、
フ
ォ
ー
ム
に
入

力
し
て
送
信
し
て
下
さ
い
。

　
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
と

保
護
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
逗
子
開
成
校
友
会 

個

人
情
報
」
で
検
索
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
同
期
や
ク
ラ
ブ
活
動
Ｏ
Ｂ

の
つ
な
が
り
で
、
校
友
会
か

ら
会
報
な
ど
が
届
い
て
い
な

い
卒
業
生
を
ご
存
知
の
場
合

も
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

チ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
柴
田
一
男
（
高
21
回
）



一
．
創
立
１
２
０
周
年
及
び

吹
奏
楽
部
創
部
95
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
の
共
催

　
２
０
２
３
年
２
月
11
日

（
土
、
建
国
記
念
日
）
に
吹

奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
と
現
役
の
部

員
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
が
鎌

倉
芸
術
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
校
友
会
で
は
会
場
費
や

楽
器
の
運
搬
費
用
な
ど
運
営

費
の
三
分
の
一
の
負
担
と
観

客
の
動
員
を
担
い
、
吹
奏
楽

部
Ｏ
Ｂ
会
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
で
運
営
や
演
奏
に
集
中

で
き
る
環
境
を
作
り
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
成
功
し
て
も
ら
え

る
よ
う
共
催
し
ま
す
。
　
　

二
．
創
立
１
２
０
周
年
記
念

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
の
作
成

　
現
役
の
生
徒
か
ら
逗
子
・

葉
山
地
区
で
有
名
な
「
げ
ん

べ
い
商
店
」
の
ビ
ー
チ
サ
ン

ダ
ル
で
逗
子
開
成
創
立
１
２

０
周
年
記
念
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

サ
ン
ダ
ル
を
作
り
た
い
と
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
は
生
徒
達
が
行

い
、
校
友
会
が
窓
口
と
な
り

げ
ん
べ
い
商
店
へ
発
注
し
作

成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
．
八
方
尾
根
開
成
ケ
ル
ン

修
復
事
業

　
白
馬
村
の
八
方
尾
根
に
あ

る
逗
子
開
成
山
岳
部
遭
難
慰

霊
碑
「
八
方
ケ
ル
ン
」
が
長

年
の
風
雪
と
２
０
１
４
年
の

「
神
城
断
層
地
震
」
の
影
響

で
劣
化
が
更
に
進
み
ま
し

た
。
９
月
の
幹
事
会
で
は
52

会
メ
ン
バ
ー
の
毎
年
８
月
に

恒
例
と
な
っ
て
い
る
慰
霊
登

山
に
て
現
地
の
状
況
を
確
認

し
、
そ
の
状
況
を
校
友
会
に

報
告
。
そ
れ
を
受
け
早
々
に
、

校
友
会
と
学
校
側
で
意
見
交

換
を
し
た
結
果
、
校
友
会
が

修
復
内
容
の
確
認
及
び
施
工

会
社
の
選
定
、
発
注
に
至
る

と
こ
ろ
ま
で
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
白

馬
村
が
ま
と
め
て
学
校
に
送

ら
れ
て
き
た
現
地
建
設
会
社

の
リ
ス
ト
を
元
に
、
後
藤
会

長
が
全
て
の
会
社
に
当
た
り

ま
し
た
が
、
ケ
ル
ン
の
修
復

を
手
掛
け
ら
れ
る
の
は
12
社

中
２
社
し
か
な
く
、
会
社
の

規
模
と
過
去
の
実
績
か
ら
１

社
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　
現
地
建
設
会
社
と
打
ち
合

わ
せ
の
た
め
、
学
校
か
ら
岩

佐
事
務
長
、
校
友
会
か
ら
後

藤
会
長
と
52
会
メ
ン
バ
ー
で

幹
事
の
薬
袋
さ
ん
が
10
月
19

日
に
白
馬
村
に
入
り
、
20
日

に
現
地
建
設
会
社
専
務
と

八
方
尾
根
の
八
方
ケ
ル
ン

ま
で
登
り
、
状
況
と
修
復

内
容
の
確
認
を
し
て
見
積

も
り
の
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。
11
月
の
初
旬
を
過
ぎ

る
と
ケ
ル
ン
ま
で
行
け
な

く
な
る
状
況
で
現
地
建
設

会
社
と
打
ち
合
わ
せ
が
で

き
た
こ
と
で
、
創
立
１
２

０
周
年
の
年
度
内
に
修
復

で
き
る
目
途
が
立
ち
ま
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
結
果

や
進
捗
に
つ
い
て
は
次
の
会

報
「
開
物
成
務 

創
立
１
２
０

周
年
特
別
号
（
仮
称
）
」
で

詳
し
く
報
告
し
ま
す
。

　
８
月
23
日
～
25

日
の
日
程
で
、
52

会
有
志
３
名
（
大

須
賀
氏
、
薬
袋
氏
、

宇
野
）
と
、
恩
師
で

あ
る
坂
田
先
生
の

４
名
で
、
八
方
尾

根
の
慰
霊
登
山
に

行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
年
）
12

月
に
お
き
た
遭
難

事
故
で
犠
牲
と
な

っ
た
生
徒
５
名
、

教
員
１
名
の
慰
霊

と
、
こ
の
事
故
の

記
録
や
記
憶
が
風
化
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
例
年
行
っ

て
い
ま
す
。 

し
か
し 

今
回

は
、
次
年
度
が
本
校
１
２
０

周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和

59
年
（
１
９
８
４
年
）
７
月
に

『
犠
牲
者
の
慰
霊
と
山
行
者

の
安
全
祈
願
』
を
こ
め

て
建
設
し
た
『
八
方
ケ

ル
ン
（
通
称
：
開
成
ケ

ル
ン
）
』
の
修
繕
を
行
う

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
手
続
き
方
法
や
地

元
業
者
の
資
料
の
提
供

な
ど
を
お
願
い
し
た

際
、
快
く
ご
協
力
い
た

だ
い
た
白
馬
村
役
場
の

担
当
の
方
々
へ
の
御
礼

と
ご
挨
拶
も
今
回
の
一

つ
の
目
的
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。
現
地
に
到
着
し
た
８
月

23
日
（
火
）
の
午
後
は
、
長
谷

（
ち
ょ
う
こ
く
）
寺
（
事
故
当

時
、
遺
体
を
荼
毘
（
だ
び
）
に

す
る
度
に
読
経
し
て
い
た
だ

い
た
ご
住
職
の
お
寺
）
で
手

を
合
わ
せ
、
そ
の
後
白
馬
村

役
場
に
伺
い
、
担
当
者
の
方

に
御
礼
と
今
後
の
ご
協
力
の

お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
翌
８
月
24
日
（
水
）
は
ど

ん
よ
り
し
た
曇
り
空
で
雨
を

覚
悟
し
つ
つ
、
午
前
８
時
す

ぎ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ゴ
ン

ド
ラ
と
リ
フ
ト
２
本
に
乗
り

１
８
５
０
ｍ
の
八
方
池
山
荘

に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
坂
田
先
生
を
先
頭
に
出
発

し
、
途
中
の
休
憩
時
に
は
事

故
当
時
の
状
況
の
話
し
を
伺

い
な
が
ら
、
第
２
ケ
ル
ン
（
２

０
０
５
ｍ
、
通
称
：
息
（
や
す

む
）
ケ
ル
ン
）
を
通
過
し
、
２

０
３
５
ｍ
の
八
方
ケ
ル
ン
ま

で
80
分
ほ
ど
で
到
着
し
ま
し

た
。
こ
の
八
方
ケ
ル
ン
を
目

前
に
し
た
途
中
で
、
唐
松
岳

か
ら
下
山
し
て
き
た
本
校
高

校
２
年
の
生
徒
２
名
に
遭
遇

す
る
と
い
う
、
偶
然
に
し
て

も
こ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
実
に
驚
く
べ
き
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
興
奮
と

感
激
し
た
気
持
ち
を
引
き
ず

り
つ
つ
、
八
方
ケ
ル
ン
の
外

観
の
様
子
や
そ
の
痛
み
状
況

を
確
認
し
た
後
、
そ
の
先
に

あ
る
八
方
池
か
ら
見
る
雲
間

の
景
色
で
心
と
体
を
休
め
下

山
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
今

回
の
登
山
で
は
、
心
配
し
て

い
た
天
気
も
時
折
青
空
が
覗

き
、
広
が
る
雲
海
と
木
々
の

緑
と
と
も
に
こ
れ
も
ま
た
す

ば
ら
し
い
景
色
で
癒
さ
れ
た

こ
と
、
そ
れ
と
何
よ
り
出
会

っ
た
生
徒
達
が
「
八
方
ケ
ル

ン
を
し
っ
か
り
見
て
き
ま
し

た
。
」
と
母
校
の
出
来
事
に

意
識
を
持
っ
て
力
強
く
話
し

て
く
れ
た
こ
と
に
心
が
熱
く

な
り
満
た
さ
れ
た
登
山
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
慰

霊
登
山
で
例
年
立
ち
寄
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
白
馬

駅
傍
の
割
烹
さ
わ
ど
（
当
時

捜
索
本
部
と
な
っ
た
さ
わ
ど

旅
館
）
の
店
主
西
村
氏
（
本
校

卒
業
生
）
と
繋
が
り
が
保
て

た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
と
な

り
ま
し
た
。



　
山
岳
部
遭
難
事
故
の
犠
牲

者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
現

地
八
方
尾
根
に
記
念
碑
を
造

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は
、
遺

族
を
は
じ
め
諸
関
係
者
の
切

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
遭
難
問
題
の

未
解
決
と
い
う
内
部
条
件
の

ほ
か
に
、
現
地
が
国
立
公
園

内
に
あ
る
た
め
に
一
切
の
建

造
物
を
設
置
す
る
こ
と
が
行

政
上
不
可
能
に
近
い
と
い
う

難
問
が
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、

遭
難
地
の
迷
い
や
す
い
地
点

に
確
実
な
道
標
を
造
っ
て
は

ど
う
か
と
い
う
意
見
を
耳
に

し
た
。
犠
牲
者
の
慰
霊
と
山

行
者
の
安
全
祈
願
と
を
込

め
、
合
わ
せ
て
遭
難
時
現
地

に
多
々
迷
惑
を
掛
け
、
お
世

話
い
た
だ
い
た
お
返
し
に
、

道
標
を
建
設
で
き
れ
ば
幸
い

な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ

た
。
国
民
宿
舎
八
方
池
山
荘

の
管
理
人
鈴
木
和
彦
氏
が
、

昭
和
57
年
度
当
初
よ
り
、
白

馬
村
役
場
・
北
安
曇
地
方
事

務
所
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と

折
衝
を
続
け
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
58
年
夏
よ
り
八
方

尾
根
の
ハ
イ
キ
ン
グ
用
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に

際
し
、
特
に
道
標
の
必
要
性

を
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

私
ど
も
は
、
こ
れ
と
タ
イ
ミ

ソ
グ
を
合
わ
せ
、
昭
和
58
年

５
月
以
降
、
建
設
を
具
体
化

す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
取

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
春
や
夏
の
季
節
に
、
あ
の

八
方
尾
根
に
立
ち
、
第
三
ケ

ル
ン
と
第
二
ケ
ル
ン
の
、
わ

ず
か
五
百
メ
ー
ト
ル
足
ら

ず
の
現
場
を
目
に
す
る
と

き
、
悔
や
ん
で
も
還
ら
ぬ

思
い
と
、
冬
山
の
恐
怖
と

が
心
に
刻
ま
れ
る
ば
か
り

で
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
努
め
る
こ
と
が
、
生

き
て
い
る
者
の
責
務
と
感

じ
、
こ
こ
に
道
標
建
設
の

意
志
を
表
明
し
た
。
こ
の

道
標
が
、
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
、
登
山
者
の
安
全
の
た
め

に
役
立
つ
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
本
校
山
岳
部
の
遭
難

に
の
み
関
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
広
く
公
共
の
建
築
物
と

し
て
後
々
ま
で
も
有
効
に
機

能
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
各
方
面
の
ご
協
力
に
よ

り
、
白
馬
村
よ
り
「
土
地
の

無
償
貸
与
」
、
北
安
曇
地
方

事
務
所
林
務
課
よ
り
「
保
安

林
内
土
地
形
質
変
更
許
可
」

を
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
環

境
庁
の
「
建
設
許
可
」
が
お

り
た
。

　
目
標
物
の
な
い
、
だ
だ
っ

広
い
第
二
ケ
ル
ン
周
辺
の
尾

根
に
あ
っ
て
、
こ
の
「
八
方

ケ
ル
ン
」
は
多
く
の
登
山
者

の
た
め
に
よ
り
良
き
道
標
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
を
願

い
、
ま
た
、
八
方
ケ
ル
ン
の

基
部
に
は
遭
難
し
た
６
名
の

戒
名
を
記
し
た
経
管
・
遺
品

を
納
め
よ
う
や
く
完
成
し

た
。

　
完
成
後
に
３
点
の
問
題
が

発
生
す
る
。
完
成
し
た
建
造

物
が
申
請
時
の
も
の
と
異
な

る
と
い
う
点
で
、
１
つ
は
高

さ
が
予
定
よ
り
高
く
な
っ
た

こ
と
、
２
つ
目
は
借
用
地
積

が
予
定
よ
り
広
く
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
３
つ
目
に
は
そ

の
土
地
が
白
馬
村
所
有
の
ほ

か
に
国
有
地
を
含
ん
で
い
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
環

境
庁
長
官
あ
て
に
「
始
末

書
」
、
白
馬
村
村
長
あ
て
に

「
お
詫
び
と
お
願
い
」
の
文

書
を
提
出
し
両
者
の
ご
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　
建
設
候
補
地
は
４
メ
ー
ト

ル
以
上
の
積
雪
が
あ
り
、
３

メ
ー
ト
ル
の
ケ
ル
ン
で
は
埋

ま
っ
て
し
ま
い
、
道
標
の
役

を
し
な
い
た
め
。
形
に
つ
い

て
も
方
向
指
示
の
機
能
を
持

た
せ
、
他
の
ケ
ル
ン
と
識
別

し
易
い
よ
う
に
角
錐
型
に
し

た
た
め
。
そ
し
て
地
理
的
制

約
も
あ
り
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
が
で
き
ず
に
建
設
を
依
頼

せ
ざ
る
を
え
ず
、
特
に
構
造

物
が
強
風
や
豪
雨
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
土
台
の
強
化
と

周
辺
の
整
備
を
図
っ
た
た
め

用
地
が
増
大
し
ま
し
た
。

　
現
地
が
国
有
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
大
町
営
林
署
の
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
白
馬
村
役
場

が
署
と
積
極
的
に
交
渉

し
、
解
決
案
を
提
示
さ
れ

た
。
こ
の
「
八
方
ケ
ル
ン
」

ほ
、
ま
さ
に
関
係
諸
官
庁

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
う

え
に
実
現
し
た
の
で
あ

る
。

　
体
育
館
の
前
に
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
い
の
ち
の
碑
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
は
、

直
接
に
は
山
岳
部
の
遭
難

者
慰
霊
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
学
園
の
内

外
で
行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
活
動

に
お
い
て
不
幸
に
も
亡
く
な

ら
れ
た
生
徒
、
学
業
半
ば
に

し
て
事
故
や
災
害
、
あ
る
い

は
、
病
魔
に
倒
れ
た
生
徒
の

慰
霊
を
含
め
、
広
く
学
園
生

活
の
安
全
を
祈
願
す
る
こ
と

か
ら
「
い
の
ち
の
碑
」
と
命

名
さ
れ
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
本
年
４
月
18
日
に
母
校
逗

子
開
成
学
園
は
創
立
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
会
報
「
開
物
成
務
」
は
１

２
０
周
年
を
記
念
し
特
別
号

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
在
学
中
の
学

校
生
活
、
部
活
動
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
思
い
出
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
寄
稿
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
の
ク

ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
や
同
窓
会
な
ど

の
活
動
に
つ
い
て
も
記
事
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　

連
絡
先
Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
　

　info@z-kaisei.org

　
開
成
祭
が
10
月
21
日
（
金
）

・
22
日
（
土
）
の
２
日
間
、

３
年
ぶ
り
に
外
部
の
来
場
者

を
招
待
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
在
校
生
の
保
護
者
以
外
で

来
場
す
る
方
に
は
事
前
に
ウ

ェ
ブ
リ
ン
ク
か
ら
申
し
込
み

す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
当
日

は
受
付
で
受
付
票
を
渡
す
と

リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
受
け
取

り
、
こ
れ
で
校
内
に
入
れ
て

再
入
場
も
可
能
。
ま
た
、
サ

ー
モ
カ
メ
ラ
で
各
自
検
温
を

し
て
か
ら
の
入
場
。

　
校
舎
内
を
は
じ
め
学
校
施

設
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
校
庭
で
は
毎
年
大
人

気
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
。
生
徒

た
ち
の
の
ど
自
慢
や
白
熱
の

演
奏
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
は

た
ま
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
＆
コ
ス
プ
レ
企
画
も
行
わ

れ
た
。

　
体
育
館
を
は
じ
め
各
教
室

の
参
加
団
体
の
展
示
や
発
表

で
は
、
こ
の
１
年
間
の
成
果

が
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
て
い

た
。

　
２
日
目
の
最
後
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
ま
で
３
年
ぶ
り
と
な
っ

た
外
部
に
開
か
れ
た
開
成
祭

に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。



　
は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
１

１
年
度
卒
の
冨
田
守
彦
と
申

し
ま
す
。
日
頃
か
ら
諸
先
輩

方
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
私
は
本
校
卒
業
後
、

横
浜
国
立
大
学
の
柔
道
部
へ

入
部
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
も
柔
道
を
続
け
て
お
り
、

今
で
も
逗
子
開
成
柔
道
部
に

お
邪
魔
し
て
稽
古
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
逗
子
開

成
柔
道
部
に
つ
い
て
思
っ
た

こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
本
校
柔
道
部
は
長
く
歴
史

の
続
く
部
活
の
う
ち
の
一
つ

で
、
現
在
も
20
名
弱
の
部
員

数
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
も
６
年
間
、
柔
道
場
で
仲

間
と
と
も
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
感
染
症
対
策
に
お
け
る
部

活
動
の
制
限
や
柔
道
の
試
合

ル
ー
ル
改
正
、
勝
利
至
上
主

義
の
見
直
し
な
ど
、
競
技
柔

道
の
在
り
方
を
見
直
す
過
渡

期
だ
と
い
わ
れ
る
今
、
本
校

柔
道
部
の
部
員
た
ち
に
も
あ

る
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
時
代
は
、
先
生
に
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
て
も
ら

い
、
吐
く
ほ
ど
つ
ら
い

練
習
を
乗
り
こ
え
、
よ

う
や
く
稽
古
を
終
え
る

こ
と
が
日
常
で
し
た
。

し
か
し
今
の
生
徒
た
ち

は
、
自
分
た
ち
で
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
、
工
夫
し

て
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ラ
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
３
人
打
ち
込
み

な
ど
で
き
る
こ
と
を
効

率
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
効
果
は
少
し
ず
つ
結
果
に

結
び
つ
い
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
寝
技
を
徹
底
的
に
鍛

え
上
げ
た
生
徒
が
神
奈
川
県

３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
自

分
た
ち
で
考
え
て
練
習
を
し

た
こ
と
が
成
果
と
し
て
出
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
先
輩
方
や
、

私
た
ち
の
や
り
方
が
間
違
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、
顧
問
の
笠
原
先

生
が
生
徒
に
合
っ
た
指
導
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
徒
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
自
分
た
ち
で
考

え
、
納
得
し
て
い
る
と
、
練

習
効
率
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
を
先
生
が
ご
指
導
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
令
和
４
年
の
夏
合
宿
に
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
暑
さ
と

疲
れ
か
ら
疲
労
困
憊
の
様
子

で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
高
校

２
年
生
の
生
徒
に
「
こ
の
練

習
メ
ニ
ュ
ー
き
つ
く
な
い

の
？
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
生
徒
は
「
き
つ

い
で
す
け
ど
、
今
や
っ
て
お

か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
う
の

で
頑
張
り
ま
す
。
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
先

輩
、
乱
取
り
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
笑
顔
で
練
習
に
戻

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
目
標
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
今

は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
。
こ
れ
は
今
の
時
代
に
最

も
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
柔

道
で
勝
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
、
そ
れ
こ
そ
が
醍
醐

味
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本

校
柔
道
部
は
勝
つ
こ
と
だ
け

に
重
き
を
お
く
の
で
は
な

く
、
自
分
の
人
生
に
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
経
験
や
考
え

方
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
素

敵
な
場
所
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
本
校
柔
道
部
を
つ

な
い
で
き
て
く
だ
さ
っ
た
諸

先
輩
方
の
お
力
添
え
、
そ
し

て
何
よ
り
顧
問
の
笠
原
先
生

の
ご
指
導
あ
っ
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
逗
子

開
成
柔
道
部
の
Ｏ
Ｂ
の
一
員

と
し
て
、
今
で
も
現
役
部
員

の
活
動
に
関
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
昨
年
中
に
既
存
の
校
友
会

グ
ッ
ズ
を
あ
る
程
度
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
校
友
会
グ
ッ
ズ
の
新
た

な
展
開
を
す
る
た
め
に
「
商

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
ま
で
数
々
の
グ
ッ
ズ
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
中
か
ら
評
判
の
良
か
っ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
、
マ

グ
カ
ッ
プ
や
保
護
者
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
マ
フ
ラ
ー
タ
オ

ル
。

　
学
校
よ
り
生
徒
用
に
ワ
ン

コ
イ
ン
の
商
品
な
ど
、
生
徒

か
ら
希
望
を
募
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
該
当
す
る
事
業
を
生
業
と

す
る
校
友
に
も
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
加

わ
っ
て
欲
し
い
事
、

ま
た
作
成
し
て
ほ
し

い
校
友
会
グ
ッ
ズ
の

募
集
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
新
た
な
校
友

会
グ
ッ
ズ
の
展
開
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
随

時
、
校
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
会
報
「
開

物
成
務
」
で
紹
介
し

て
ま
い
り
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

　
12
月
18
日
に
柔
道
の
総
本

山
で
あ
る
講
道
館
で
行
わ
れ

た
（
公
財
）
全
日
本
柔
道
連

盟
主
催
の
「
第
４
回
文
武
両

道
杯
全
国
高
校
柔
道
大
会
」

に
逗
子
開
成
学
園
柔
道
部
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
全
柔
連
に
よ

り
全
国
の
高
校
の

中
か
ら
、
柔
道
部

活
動
を
通
じ
て
柔

道
の
持
つ
教
育
的

価
値
を
重
視
す
る

文
武
両
道
を
実
践

す
る
高
校
を
招
待

す
る
大
会
で
す
。

　
先
輩
達
も
含
め

柔
道
部
の
部
員
の

活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
は
大
変
名
誉
あ

る
事
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
場
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
柔
道
部
の
活
躍

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
応

援
を
し
て
い
き
ま
す
。
　
　

※
校
友
会
で
は
関
東
大
会
や

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
部
活

動
へ
の
支
援
（
資
金
援
助
等
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。



　
会
報
『
開
物
成
務
』
を
読

ま
れ
て
い
る
同
窓
の
皆
様
、

初
め
ま
し
て
。
令
和
２
年
に

名
古
屋
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
高
72
回
生
の
鈴
木
俊
彦
と

申
し
ま
す
。
中
高
生
の
頃
は

な
に
か
と
目
立
ち
た
が
り

で
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

や
ら
劇
の
主
役
や
ら
多
く
の

表
現
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

あ
の
頃
な
ら
で
は
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昔

か
ら
工
作
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
物
理
科
学
部
に

は
長
い
こ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
工
学
部
３

年
生
と
し
て
具
体
的
な
進
路

や
研
究
分
野
を
模
索
し
な
が

ら
勉
学
に
勤
し
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
恐
縮
な
が

ら
も
執
筆
の
お
声
が
け
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
大
学

で
私
が
所
属
し
て
い
ま
し
た

サ
ー
ク
ル
「
名
古
屋
大
学
Ａ

ｉ
ｒ
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
」
を
例
に
、

人
力
飛
行
機
と
鳥
人
間
コ
ン

テ
ス
ト
の
世
界
を
ご
紹
介
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

「
人
間
が
生
物
と
し
て
飛
行

に
向
か
な
す
ぎ
る
」
と
い
う

根
本
的
な
問
題
に
尽
き
ま

す
。
今
年
の
機
体
を
例
に
挙

げ
ま
す
と
、
全
体
重
量
の
半

分
以
上
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
体

重
で
、
全
長
29
ｍ
も
の
翼
に

対
し
て
飛
行
時
に
は
２
１
８

Ｗ
（
身
長
１
７
０
ｃ
ｍ
の
人

が
約
21
ｋ
ｇ
の
力
を
加
え
続

け
な
が
ら
毎
秒
１
回
転
の
ペ

ー
ス
で
ペ
ダ
ル
を
回
す
パ
ワ

ー
）
も
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、

い
か
に
「
軽
く
」
て
「
力
が

要
ら
ず
」
に
「
速
く
飛
ぶ
」

機
体
を
作
れ
る
か
が
要
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や

風
速
か
ら
最
短
経
路
を
と

り
、
よ
り
楽
に
飛
ぶ
か
も
重

要
で
す
。
私
は
電
気
制
御
の

責
任
者
で
し
た
が
、
通
信
安

定
性
と
軽
量
化
の
両
立
が
至

難
の
業
で
す
。

　
次
に
制
作
過
程
で
す
が
、

９
～
12
月
で
カ
ー
ボ
ン
を
焼

い
て
骨
組
み
を
作
り
、
１
～

３
月
で
翼
や
プ
ロ
ペ
ラ
な
ど

の
中
身
を
す
べ
て
作
り
、
４

～
７
月
末
の
大
会
ま
で
は
週

末
の
早
朝
に
静
岡
や
岐
阜
の

飛
行
場
を
借
り
て
飛
ば
し
て

は
調
整
を
繰
り
返
す
と
い
っ

た
具
合
で
す
。
ま
た
費
用
も

数
百
万
円
ほ
ど
か
か
る
た

め
、
バ
イ
ト
を
し
て
資

金
を
稼
い
で
い
ま
す
。

　
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

は
２
０
２
３
年
で
45
回

目
を
迎
え
る
読
売
テ
レ

ビ
の
長
寿
番
組
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
書
類
選

考
に
は
毎
年
３
倍
近
く

の
競
争
率
が
あ
る
た
め

Ａ
ｉ
ｒ
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
が

出
場
で
き
る
と
は
断
言

で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
の

チ
ー
ム
も
魅
力
が
溢
れ

て
い
ま
す
の
で
来
夏
の
放
送

を
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　
逗
子
開
成
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ

ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
高
67

回
生
の
明
石
尚
之
（
あ
か
し

・
ひ
さ
ゆ
き
）
と
申
し
ま
す
。

　
ど
こ
か
ら
か
こ
ん
な
私
を

見
つ
け
て
い
た
だ
き
、
こ
う

し
て
筆
を
執
る
機
会
を
与
え

く
だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
み

な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
ス
ポ

ー
ツ
雑
誌
、
書
籍
を
出

版
す
る
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

・
マ
ガ
ジ
ン
社
に
入
社

し
、
今
年
で
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
国
内
で
唯
一

の
ラ
グ
ビ
ー
専
門
誌
「
ラ
グ

ビ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」
の
編
集
部

員
と
し
て
、
主
に
取
材
、
執

筆
、
編
集
の
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
１
年
目
か
ら
全
国
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
出
張
す
る
こ

と
が
で
き
、
最
近
は
地
方
配

属
に
な
っ
た
逗
子
開
成
時
代

の
友
人
と
会
う
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
い
ま
の
仕
事
に
就
く

き
っ
か
け
は
、
逗
子
開
成
で

の
日
々
に
あ
り
ま
し
た
。
高

校
１
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、
数

学
と
社
会
が
得
意
だ
っ
た
私

は
文
理
選
択
で
大
い
に
悩
み

ま
し
た
。
決
め
手
と
な
っ
た

の
は
、
当
時
担
任
だ
っ
た
宇

都
宮
先
生
に
「
明
石
く
ん
は

将
来
、
ど
う
な
り
た
い
の
？
」

と
質
問
さ
れ
た
こ
と
で
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
「
自
分
が
一
番

好
き
な
も
の
は
何
か
」
を
考

え
、
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
仕

事
が
し
た
い
、
と
い
う
答
え

に
た
ど
り
着
い
た
結
果
、
い

ま
に
至
り
ま
す
。

　
本
校
で
は
６
年
間
、
水
泳

部
で
活
動
し
ま
し
た
。
確
か
、

夏
合
宿
の
初
日
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
私
と
同
じ
く
ら
い
水

泳
が
好
き
だ
っ
た
小
柳
く
ん

と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
ま
し

た
。
つ
ら
い
合
宿
だ
と
分
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、
成
長
で

き
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
の

で
す
。
で
す
が
顧
問
の
吉
川

先
生
に
ふ
ざ
け
て
い
る
と
勘

違
い
さ
れ
て
し
ま
い
、
か
な

り
怒
ら
れ
ま
し
た
（
も
ち
ろ

ん
当
時
は
怖
く
て
、
勘
違
い

で
す
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
）
。
今
で
は
も
ち
ろ
ん
笑

い
話
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
ス

ポ
ー
ツ
は
自
分
を
熱
く
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
進
学
し
た
筑
波
大
で
は
水

泳
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し

な
が
ら
、
大
学
の
新
聞
部
に

所
属
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
部
活

動
の
大
会
に
お
邪
魔
し
て
は

原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
偶
然

に
も
最
初
に
先
輩
か
ら
誘
わ

れ
、
一
番
熱
中
し
た
の
が
ラ

グ
ビ
ー
で
し
た
。
そ
う
し
た

縁
も
あ
り
、
現
在
も
ラ
グ
ビ

ー
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
本
校
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
が

な
か
っ
た
の
で
、
Ｏ
Ｂ
の
方

々
の
ほ
と
ん
ど
が
接
点
の
な

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
19
年
の
Ｗ
杯

で
ご
覧
い
た
だ
い
た
通
り
、

素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
、
ラ
グ
ビ
ー

に
関
わ
っ
て
い
る
方
、
ラ
グ

ビ
ー
が
お
好
き
な
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
ラ
グ
ビ
ー
に
限
ら

ず
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ

ジ
ン
社
で
は
社
名
で
あ
る
野

球
は
も
ち
ろ
ん
、
水
泳
、
陸

上
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
プ

ロ
レ
ス
、
相
撲
な
ど
な
ど
、

幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
チ

ー
ム
面
白
い
ぞ
、
こ
の
選

手
取
材
し
て
ほ
し
い
、
な

ど
の
情
報
も
大
歓
迎
で
す
。

出
版
不
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
時
代
の
流
れ
に
置
い
て

い
か
れ
ま
い
と
ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ

ィ
ア
を
立
ち
上
げ
、
ラ
グ
ビ

ー
マ
ガ
ジ
ン
は
ラ
グ
ビ
ー
リ

パ
ブ
リ
ッ
ク
（https://ru

gby-rp.com/

）
と
い
う
名
で

世
界
中
の
ラ
グ
ビ
ー
ニ
ュ
ー

ス
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
私

も
何
本
か
記
事
を
執
筆
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
手
す
き

の
際
に
ご
一
読
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。



　
昭
和
45
年
３
月
に
卒
業
し

た
高
22
回
生
の
同
期
会
を
令

和
４
年
11
月
26
日
、
逗
子
市

内
の
割
烹
料
理
店
「
魚
勝
」

で
実
施
し
ま
し
た
。
昨
今
の

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
逗
子
開

成
学
園
卒
業
50
周
年
記
念
の

実
施
が
で
き
な
い
で
お
り
ま

し
た
が
、
２
年
遅
れ
の
卒
業

50
周
年
記
念
の
同
期
会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
17
名
と
チ
ョ

ッ
ト
少
な
め
で
し
た
が
高
田

元
学
校
長
の
参
加
の
も

と
50
年
前
の
懐
か
し
い

話
や
校
歌
・
黒
潮
な
ど

の
合
唱
で
宴
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
次
回
は

海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
望

む
逗
子
湾
や
霊
峰
富
士

を
眺
め
な
が
ら
の
再
会

を
約
束
し
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

（
高
22
回
）
西
澤
　 

輝

　
１
月
に
予
定
し
て
い
た

集
ま
り
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
５
月
に
変
更
、
横
須

賀
軍
港
巡
り
の
観
光
船
に

て
湾
内
を
一
回
り
。

　
ド
ブ
板
通
り
を
散
策

し
、
米
が
浜
通
り
の
鳥
専

門
店
に
て
食
事
。
久
し
振

り
の
仲
間
の
集
ま
り
で
皆

楽
し
み
ま
し
た
。
　
　
　

　
（
高
25
回
）
高
階
　
勝

ご
遺
族
や
各
地
区
会
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
訃
報
で
す
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
38
回
　
山
村
喜
一
郎
さ
ん

旧
38
回
　
高
木
　
利
之
さ
ん

高
３
回
　
金
子
　
　
積
さ
ん

高
５
回
　
木
下
皓
司
良
さ
ん

高
６
回
　
佐
藤
　
市
郎
さ
ん

高
７
回
　
五
本
木
　
章
さ
ん

高
10
回
　
永
田
　
八
郎
さ
ん

高
10
回
　
山
下
五
三
七
さ
ん

高
12
回
　
横
山
　
　
清
さ
ん

高
22
回
　
石
井
　
　
宏
さ
ん

高
29
回
　
高
松
　
宏
昭
さ
ん

　　　（村瀨泰彦／高45回）
　東京都・山口県で地域密着型の飲食店舗を展
開する企業の総務部長を務めております。新型
コロナウィルスの影響で大きなダメージを受け
ておりますが、衛生管理を徹底し、皆様に美味
しいお料理、お酒をご提供できるようお待ちし
ております。仕事帰りやご宴会、歓送迎会など
様々なお集まりにどうぞお立ち寄りください。
　また、店舗以外に、全国へ当社こだわり厳選
の食材をお届けする販売サイト「縁結び福の花」
の運営も行っております。　　　　　　　　　　　
■■店舗ブランドのご紹介■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【福の花】
　安心・安全な山口県の食材を用いたお料理や、瓦そばを代表とした山口
の郷土料理、山口の美味しい地酒をご提供しております。　　　　　　　
【ふくの鳥】
　創業２６年。焼き鳥と鶏料理に大きなこだわりを持って、お客様へ「て
しごと」感たっぷりの美味しいお料理と感動をお届けしています。弊社開
発、唐揚げグランプリ金賞受賞の48時間熟成唐揚げもお召し上がりいただ
けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【ヤキトンＳＡＫＡＢＡアケボノヤ】
　質にこだわった本格ヤキトンを看板メニューに掲げ、各種ドリンクをご
用意しております。気軽にお立ち寄り頂ける大衆酒場です。　　　　　　
【ＳＥＴＯＵＣＨＩ檸檬食堂】
　安心安全な国産レモン、その中でも最も有名な瀬戸内レモンを使用、料
理は基本手作り「美味しく美しい」にこだわっています。瀬戸内の美味し
さをたっぷりお楽しみいただけます。

　　（吉成　博史／高47回）
　神奈川県横浜市中区で税理士法人を父と共
に経営しております。
　地域としましては、横浜を中心としつつ、
神奈川東京近郊で、父の代から合わせると50
年程お仕事をさせていただいております。法
人のお客様は、記帳指導、決算、税務申告、
税務相談他、色々な分野でお付き合いさせて
いただいております。
　個人のお客様に関しましては、個人経営の
税務相談、税務申告はもちろんのこと、贈与や相続についてのご相談やご
申告もさせていただいております。
　最近は事業承継のご相談が多く、株価評価などについても色々お話させ
ていただいております。
　現在は、新型コロナウイルス感染症の流行により、私たちも仕事や会合
のスタイルが対面からウェブも含めたハイブリッド形式に変化しており、
実務面でも、インボイス制度の導入や電子帳簿保存法などの改正などがあ
り、しっかり対応できるよう日々勉強しております。
　もし、ちょっとした相談をしたいけれども誰にすればよいか分からない、
などといったことがあれば、是非一度お気軽に電話、メールなどでご連絡
ください。
　お問い合わせメールアドレス：yoshinaritax@kfx.biglobe.ne.jp
　〒231-0015　横浜市中区尾上町6-83-8
　TEL.045-222-3113
　桜木町駅新南口徒歩5分



　株式会社オオスミという環境調査・分析

会社を経営しています。本社は横浜市瀬谷

区、東京支店は千代田区神田猿楽町に、海

外にはベトナム国ダナン市に現地法人を持

つ、環境調査と環境分析の専門会社となり

ます。

　年間約1,000社、1万案件の法人対応を行

っており、主に製造業や建設・不動産業の

お客様からご依頼いただくケースが多いで

す。業務の内容は多岐にわたり、水質分析、ばい煙測定、土壌汚染調査、

アスベスト分析、作業環境測定といった法規制に対応する調査・分析か

ら、脱炭素経営支援のための省エネ診断や環境コンサルティング、マイ

クロプラスチック分析など時代を反映した依頼も増えてまいりました。

　私たちがお手伝いする場面は、ご依頼主にとって大変お困りである場

合が多くございます。そのため、何か起こってからではなく、懐刀的に

ご相談頂けますと様々な対策アドバイスなどもできるかと思います。

　校友会の方のご相談も大歓迎です。逗子開成卒業社員もおりますので

お気軽にご相談下さい。

　お問い合わせ

　〒246-0008　横浜市瀬谷区五貫目町20-17

　株式会社オオスミ　営業グループ　藤林宛

　TEL　045-924-1050（代）

　HP　https://www.o-smi.co.jp/

　お問い合わせ専用ページ　https://www.o-smi.co.jp/contact/

（望月　朗／高26回）

　大学卒業後日産自動車で42年

間、知的財産に関する業務を行い、

その経験を活かし現在顧問として

特許事務所で働いています。

　弊所は知的財産権を取得するた

めの出願等の代理を主に行う事務

所で令和5年に創立56年になりま

す。お客様は東証一部上場企業が

中心ですが、それ以外にもスパコ

ン京開発者の設立したベンチャー

企業等もお客様です。また、中小企業のお客様も多々おられ、最近ある

お客様に対して知財高裁で2700万円余りの損害賠償を認める判決を勝ち

取りました。

　知的財産権に関し疑問な点やお困りになっていることなどがあれば、

迅速且つ確実な支援を行いますので是非ともご一報いただけると幸い 

です。

　最後に、大学生を含めた学生の皆さんにお願いです。知的財産権に関

わる仕事は技術と法律が絡み合った日本を支える要の仕事です。この業

界で活躍する事は皆さんのキャリアパスの一つとして極めて有用です。

開物成務の開成魂を発揮し、是非とも知的財産権の世界に挑戦して下さ

い。ご質問等ありましたら何なりとご連絡下さい。

　お問合せメールアドレス：mochizuki@p-nic.com　　　　　　　　　

　〒105-6032　東京都港区虎ノ門4-3-1　城山トラストタワー32F　　　

　TEL　03-5425-2091（代表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　http://www.p-nic.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東京メトロ日比谷線「神谷町駅」　

　　4番出口、神谷町MTビル地下エスカレータ利用徒歩3分

　東京メトロ南北線「六本木一丁目駅」

　　中央改札より正面エスカレーター経由徒歩7分

ΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙ

校友は、あらゆる分野で活躍しています。「校友のやっている店、いる店を知りたい」「校

友がやっている、いる病院を知りたい」「こんな時はどうすればいいのかな?」…お店選び、

日々の暮らしなどで迷った時に活用してください。ただし、割引や特典はここに紹介してい

る以外は、校友だからと過度な要求はご遠慮下さい。また、校友会ホームページ（http://z-

kaisei.org/）にこれまで会報に掲載した様々な業種で活躍する校友を紹介しています。

　（大角武志／高37回）

　（片野栄嗣／高22回）

　弊社は今年で45周年を迎えます。弊社の会社設立

には多くの逗子開成の先輩方の応援と協力を戴きま

した。

　添付した色紙は発会式のもので、写真は盛り上が

って先輩が「私達は逗子開成の卒業生です。これか

らルートトラベルを応援の意味をこめて校歌を歌います」と言ってみん

なで肩を組み大声で歌いました。

　右から２人目が栗原操先輩（旧19回卒、医師）左端が内山金太郎先輩

（旧27回卒、津田文吾神奈川県

知事の側近で県庁の実力者）隣

が橋本博光先輩（旧37回卒、栄

光商事社長）隣が金子治男先輩

（旧19 回卒、市立桜が丘高校国

語教師）

　この色紙の短歌は金子先生が

寄せていただきました。ちなみ

に金子先生の隣が私です。

　50周年に向けて新たな事業展

開を思考中です。よろしくお願

いいたします。

　本社営業所

　横浜市南区中島町2-27-2　TEL.045-741-0811 　FAX.045-741-0881

　観光タクシー営業所

　横浜市中区山元町4-188TEL.045-641-9877 FAX.045-651-0833


